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備考:年間授業時数は40週(別に社会実践 1週)0 2学期4周期制(1学期=20週、 1周期
=10週)、卒業要件は、 3年間で 144単位以上(必修 116単位以上)、 1モジュールは 1
周期週4時数 (45分授業、 2単位)、芸術体育系は 1単位 18時数。総合実践活動は各学
年で必修(個人 ・グループ別学習)、地域奉仕は3年間で 10日間以上。 (1単位=20時数)
出典:文部科学省『諸外国の教育動向2007年版』明石書庖2008年
科目別時数
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備考:1時限7:40-"'01時数〈コマ)40分。昼休みは5時限と6時限の間 (12:00-'"13~20) 。
学習領域 科目(必要単位数) 選択単位
言語 ・文学 言語(10)外国語(10) 地域及び生徒関心に
数 学 数学(10) 基づき若干のモジュー
人文 ・社会 思想 ・政治(8)歴史(6)地理(6) ルを設置し、選択履修す
科 品fム 物理(6)化学(6)生物(6) る。 (6単位以上)
技 体? 技術(情報技術、 一般技術)(8) 各課程の標準分類毎
三会 術 芸術、音楽または美術(6) に若干のモジュールをヱエ
体青・健康 体育・健康(11) 設けて選択履修する。
総合実践活動 研究的学習活動(15)地域奉仕(2)社会実践(2)
時畏¥曜日 月 火 水 木 金
1時限 化学 生物 数学 語文 数学
2時限 語文 物理 語文 語文 化学
3時限 数学 英語 英語 英語 物理
4時限 英語 語文 雪ロ亘ロ書厄司 生物 3ンピュータ
5時限 歴史 数学 心理 数学 英語
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て配分する制度ではなかった。 80年代末か 向け3年制コース(表2-192ー が‘におい
ら9.0.年代の閣に経済が発展すると、職業高 て、専門/普通の科目コマ数比iは 30〆22r
校にとても人気が出て、卒業する前に求人 : とな皆、障の基準に沿う専門教育重視ぬ傾


































表2-1. ハルビン市第12職業高校 1年 1組の時間部
曜日 月 火 71< 木 金 '. 
l時限 ¥'inインタ-ネットPH 物理 ¥Vinインタ-ネット ¥TB 
2時限 ¥Vinインタ-ネットPH -ツ1ミ・-fロ号E11 fWinインタ-ネット VB 
3時限 英語 語文 数学 Fl 詩文
4時限 心理健康 体育 職業生涯 Fl 
5時限 数学 Fl PH VB 
6時限 語文 Fl PH VB 
7時限 職業生涯 インタ-ネ汁基礎 インターネット基礎
ハルビン師範大学附属中学(表彰)
8時限 体育 インターネット基礎 インタ・ネット基礎
備考 :時間数(普通科目 11、専門科目 20)
表 2-2. ハルビン市第 12職業高校 2年 1組の時間割
H荏日 月 火 71く オミ 金
1時限 SQL，VF 語文 PH，ホムーへ。ーシ'製作 ¥Vin Server Flash，PH 
2時限 SQL，VF 数学 PH，ホ ムーヘ0 ・シ'製作 Win Server Flash，PH 
3時限 PHホ-ムへ@・シ'製作 SQL，VF 詩文 英語 政治
4時限 PH，ホ・ムへ・.ジ製作 SQL，VF 数学 語文
5時限 Win Server 英語 Win Server PH，恥ムヘ。-シ'製作
6時限 Win Server Win Server PH，ホ-ムヘ.-ジ製作
7時限 体育 イ本育
8時限 英語
備考 :時間数(普通科目 11、専門科目 18)
まとめ
調査した高級中学、職業高校では、教科指
導を中心としたカリキュラム、とくに理系科
目や職業科目(実習を含む)の比重が高い教
育課程を組んで、いる。それは、徳、・知 ・休の
「素質教育Jが実施されても基本的には変わ
らないという印象を受ける。ただし、 「素質
教育j に繋がる教科外活動も熱心に取り組む
様子が伺える。今後は、これら重点校に指定
されない学校の場合なども勘案して、中等教
育および職業教育のカリキュラムに関する全
体的な動向を把躍する必要があるだろう。
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